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秋

山

進

午

9

共
同
研
究
の
開
始
ま
で

趙

私
が
遼
寧
省
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は

一
九
八
八
年

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年

の
六
月
、
私
は
三
宅
俊
成
先
生
と
先
生

の
孫

の
俊
彦

さ
ん
の
三
人
で
遼
寧
省
対
外

人

q

民
友
好
協
会

の
お
招
き
を
受
け
、
遼
寧
省
各
地

の
考
古
遺
跡
や
博
物
館
を
見
学
し
た
り
、
考
古
学
研
究
者

と
の
交
流
を
行
う
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
各
地

の
遺
跡
見

学
も
収
穫

が
あ

っ
た
が
、
以
前
か
ら
論
文
や
研
究
報
告

の
上
で
そ
の
名
前
を
そ
ら
ん
じ
て
い
る
研
究
者

の
方

々
と
面
識
を
得
ら
れ
、
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
得

た

こ
と
は
何
よ
り
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ

っ
た
。
遼
寧
省
を
中
心
と
し
た
東
北
ア
ジ
ア
は
、

か
ね
て
か
ら

の
私
の
研
究

の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
と
き

始
め
て
お
会

い
し
た
の
に
、
も
う
ず

っ
と
以
前

か
ら
の
旧
知

で
あ
る
か
の
よ
う

に
親
し
く
意
見
を
交
換
す

る
こ
と

が
出
来

た
。

遼
寧
省
博
物
館

に
お
け
る
懇
談
で
は
、
学
術
上

の
意
見
交
換
と
共
に
、
遼
寧
省
側
か
ら
日
中
間
の
学
術
交
流
に

つ
い
て
の
打
診
が
あ

っ
た
。
政
治

や
経
済

の
み
な

ら
ず
、
学
術
界

に
も
確
実

に
開
放
策
が
浸
透
し
始
め
て

い
る
こ
と
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

帰
国
し
て
か
ら
、
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所
所
長
の
郭
大
順
先
生
を
中
国
側

の
窓

口
と
し
、
日
本
側
は
私
が
窓

口
と
な

っ
て
日
中
共
同
研
究

の
具
対
策
を
探
る
交

流
が
始
ま

っ
た
。

遼
寧
省
は
か
つ
て
朝
鮮
半
島

に
続
き
、

日
本
帝
国
主
義

の
大
陸
侵
略
の
拠
点
と
な

っ
た
地

で
あ
る
。
学
術
上

の
功
績
は
別
と
し
て
、
軍
服
に
守
ら
れ
た
発
掘
調
査

平
成
。
、年
度
国
際
共
同
研
究
報
告
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が
行
わ
れ
た
所

で
あ
る
だ
け

に
、
軽

々
し
く
共
同
研
究
を
提
案
す
る

こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も

か

つ
て
の
様

に
、

一
方
だ
け
が
成
果
を
独
り
占
め
す
る

よ
う
な

こ
と
が
許
さ
れ
る
筈
が
無

い
。
双
方

が
対
等

の
立
場
で
共
同
し
、
互

い
に
共
同
研
究

の
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
文
部
省

科
学
研
究
費
補
助
金

の
う
ち
の
国
際
共
同
研
究
を
受
け
る
の
が
双
方

に
と

っ
て
最
も
適
当
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
さ

っ
そ
く
平
成
二
年
度

分
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

共
同
研
究
の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
共
同
研
究
を
実
施
す

る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

共
同
研
究

の
テ
ー

マ
は

「中
国
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
明

の
源
流
の
考
古
学
的
研
究
」
で
合
意
し
た
。
と
は

い
、几
、
決
し
て
事

が
順
調

に
運
ん
だ
わ
け
で
は
な

い
。
文
部
省

の
採
択
決
定
が
出

て
か
ら
も
、

一
九
八
九
年
秋
に
開
催
さ
れ
た

「
遼
寧
省
博
物
館
建
館
四
十
周
年
記
念
国
際
学
術
討
論
会
」
に
参
加
し
た
機
会
を
利
用

し
て
、
共
同
研
究

の
方
策
の
話
し
合

い
が
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
状
態
は
共
同
研
究
開
始

の
直
前
ま
で
続
き
、
丁
度
そ
の
前

に
遼
寧
省
大
連
市

で
開
催
さ
れ
た
環
渤
海

考
古
学
会

の
会
場
で
も
さ
ら
に
交
渉
を
続
け
、
十
月

に
入

っ
て
よ
う
や
く
合
意
を
見
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

考
古
調
査
地
点

の
選
定
は
我

が
国
に
お
い
て
も
決
し
て
容
易
で
は
な

い
。
ま
し
て
、
国
情

の
異
な
る
相
手
国

で
は
埋
蔵
文
化
財
行
政
制
度
や
そ
れ
に
関
す
る
法
律

は
も
と
よ
り
、
考
古
学
用
語

一
つ
を
取

っ
て
も
そ
の
意
味
内
容
が
大

い
に
異
な

っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
様

々
な
困
難
を

一
つ

一
つ
乗

り
越
え
、
と
も
か
く
も
共
同
研

吻

究

の
実
現
に
当
た
ら
れ
た
遼
寧
省
側

の
熱
意

に
、
中
国

が
進
め
て

い
る
開
放
政
策

の
確

か
さ
を
見
る
思

い
が
し

た
。

q

平
成

二
年
度

の
日
本
側
研
究

平
成

二
年
度

の
日
中
共
同
研
究
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
日
本
側

の
研
究
人
員
は
五
名
と
決
ま

っ
た
。

て
は
な
ら
な

い
。
研
究
メ

ン
バ
ー

の
中

か
ら
次

の
五
名
で
研
究
チ
ー

ム
を
結
成
し
た
。

同 同 同 団 団
員 長

秋
山
進
午

伊
東
太
作

岡
村
秀
典

宮
本

一
夫

廣
川

守

大
手
前
女
子
大
学
文
学
部
教
授

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
情
報
資
料
室
長

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
教
授

(財
)泉
屋
博
古
館
学
芸
員

少
な

い
人
数

で
、

し
か

も
、
様

々
な
研
究

を

こ
な

さ
な

く



メ

ン

バ
ー

に
は
考

古
測
量

の
ベ
テ
ラ

ン

の
伊

東

氏
を
軸

に

、
測
量

・
実
測

共

に
可
能

で
、

し

た
。

今

の
と

こ
ろ
我

が
国

で
望

み
得
る

ベ

ス
ト

メ

ン

バ
ー

と
自
賛

で
き

る
。

か

つ
東
北
ア
ジ
ア
新
石
器
時
代
を
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
若
手
を
配

中
国
入
り

学
術
振
興
会

の
調
査
旅
行

か
ら
帰
国
し

た
の
が
十
月
三
日
、
急

い
で
準
備
を
整
え
、
十
月
十
日

(
水
)
朝
、
大
阪
空
港
か
ら
北
京

に
向

か

っ
た
。
北
京
首
都
空
港

に
は
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所

の
辛
占
山
副
所
長

と
通

訳
の
孫
允
花
さ
ん
が
出
迎
え
て
下
さ

っ
た
。
宿
舎
で
小
憩

の
の
ち
、
時
間
を
惜
し
ん
で
首
都
博
物
館

の
見
学

に
お
も
む

い
た
。
丁
度
開
催

の
運
び
と
な

っ
た
ア
ジ
ア
大
会
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
て

い
る

「
珍
品
展
」
に
、
平
素
見
ら
れ
な

い
北
京
市
平
谷
劉
家
河
出
土

の
金
環
、

琉
璃
河
出
土
の
青
銅
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、
き
た
甲
斐
が
あ

っ
た
。
夕
食

の
あ
と
、
北
京
駅

へ
向
か

い
、
二
十
二
時
十
八
分
発
、
承
徳
経
由
丹
東
行
き

に
乗

る
。

十

月
十

一
日

(木

)
晴
れ
た
り
曇

っ
た
り

列
車

は
時
刻
表

ど
お
り
順
調

に
走
り
、
七
時
四
十
二
分
遼
寧
省

の
凌
源
駅
に
つ
い
た
。
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所

の
郭
大
順
所
長
、
孫
守
道
副
所
長
ら
沢
山
の
人

に
出
迎

え
て

い
た
だ
き
、
気
持
よ
く
調
査
地
に
立

つ
こ
と
が
出
来
た
。
午
前
中
郭
先
生
ら
と
日
程
打
ち
合
わ
せ
、
調
査

の
準
備

が
で
き
る
十
三

日
か
ら
測
量

に
か
か

る
こ
と
と
な

っ
た
。

午
後
さ

っ
そ
く
城
子
山
に
下
見

に
向
か
う
。
城
子
山
は

一
九
八
八
年

に
牛
河
梁
遺
跡

の
見
学
に
き
た
と
き
、
凌
源
か
ら
牛
河
梁

へ
行
く
途
中

、
国
道

か
ら
遠
望
し

た
こ
と

が
あ
る
。
山
と
い
っ
て
も
緩
や
か
な
登
り
が

つ
づ
き
、
宿
舎

か
ら
車

で
30
分
と
近

い
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
素

晴
ら
し

い
。

い
よ

い
よ
、
新
中
国

に
な

っ
て

以
来
、
初
め
て

の
日
中
国
際
共
同
の
考
古
学
調
査

が
こ
の
城

子
山
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
夜
、
宿
舎

と
な
る
凌
鋼
賓
館

の
宋
総
経
理

に
よ
る
招
宴
を
受
け
、
凌
源

で
の
滞
在

が
は
じ
ま

っ
た
。

(113)

十
月
十
二
日

(
金

)
晴

れ

た
り
曇

っ
た
り

平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

嘲
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測
量
準
備

の
間
を
利
用
し
、
遺
跡
現
地
参
観
に
向
か
う
。
目
的
地
は
喀
左
県
北
洞
遺
跡

で
あ

る
。
喀
左
県
城

か
ら
さ
ら
に
南
下
し
、
途
中

か
ら
道
路
を

は
ず

れ
、

平
行
し
て
流

れ
て

い
た
大
凌
河

の
浅
瀬
を
選
ん
で
渡
渉
す
る
。
遺
跡

は
大
凌
河
の
岸

に
登
え
る
孤
山

の
裾

に
あ

る
。

こ
こ
か
ら
は
二
回
に
わ
た

っ
て
青
銅
器
が
出
土

し
た

(
『考
古
』

一
九
七
三
年
第
四
期
、

一
九
七
四
年
第

六
期
)。

こ
の
北
洞
を
含
む
二
十
キ

ロ
四
方

の
範
囲
か
ら
四
箇
所
、
青
銅
器
を
多
数
納
め
た
害
蔵

が
発
見
さ

れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
股
代
後
期
か
ら
西
周
始
め
に
か
け
て
の
青
銅
器
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
地

に
多
数
お
さ
め
ら
れ
た
か
、

こ
の
地

の
土
着
文
化
と

の
交
流

や
関
係

は
ど
の
よ
う

で
あ

っ
た
か
、
課
題
は
山
ほ
ど
あ
る
。

午
後

は
喀
左
県
博
物
館
を
見
学
し
た
。
多
数

の
青
銅
器
空
口蔵
遺
跡
を
控
え
る
だ
け

に
、

こ
の
博
物
館

の
陳
列

は
見

ご
た
え
が
あ

っ
た
。
夜
、
測
量

の
準
備
と
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

い
よ

い
よ
明
日
か
ら
中
国

の
大
地
に
刻
ま
れ
た
遺
跡
に
対
す

る
こ
と
と
な

っ
た
。

十
月
十
三
日
-
十
月
十
六
日

測
量
調
査

の
準
備
が
出
来
、

い
よ

い
よ
城
子
山
の
考
古
測
量
調
査
に
入

っ
た
。
天
気
は
概
ね
良
好

で
あ

っ
た
が
風

の
強

い
と
き
は
寒
気
が
肌
を
刺
し
、
さ
え
ぎ
る

⑳

も
の
も
な

い
山
の
頂
き

に
お
け
る
吹
き
さ
ら
し

の
測
量
調
査
は
決
し
て
楽
な
作
業
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
ま
た
、
快
晴
で
風

の
穏
や
か
な
と
き
、
山
頂
か
ら
眼
下

q

に
広
が
る
広
大
な
原
野

は
緩
や
か
な
起
伏
を
繰
り
返
し
な

が
ら
は
る
か
彼
方
ま
で
連
な
り
、
緑

の
木

々
と
収
穫
期
を
迎
え
た
作
物

の
黄
金
色

の
輝
き
が
織
り
成
す
色

鮮
や
か
な
眺
め
が
深

い
静
寂

の
中

に
延

々
と
広

が
る
様

は
ま

こ
と
に
美
し
く
、
思
わ
ず
作
業

の
手
を
休
め
て
眺
め
わ
た
す
時
も
あ
り
、
北
京
か
ら
凌
源
と
建
平
か
ら

藩
陽
を
結

ぶ
列
車
が
ゆ

っ
く
り
と
彼
方

の
山
肌
を
昇
り
降
り
す
る
汽
笛

の
音

に
静
寂
を
破
ら
れ
、
我

に
返

る
こ
と
も
あ

っ
た
。

測
量

に
は
我

々
と
と
も
に
、
中
国
側
か
ら
測
量
を
専
門
と
す
る
楊
氏
や
考
古
研
究
者

と
し
て
す

で
に
い
く

つ
も

の
報
告

の
あ
る
方
殿
春

・
田
立
坤
両
氏
も
参
加
さ

れ
、
お
互

い
に
技
術
を
交
流
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

前
記

の
様

に
、
初
年
度

は
協
議

が
遅
れ
た
た
め
、
十
分
な
準
備

の
時
間
が
取
れ
ず
、
そ
の
た
め
、
平
板
測
量

の
み
を
行
う

こ
と
と
な

っ
た
。
測
量
図
面

の
縮
尺
を

二
〇
〇
分

の

一
と
し
、
平
板
ト
ラ
バ
ー
ス
に
よ

っ
て
測
量
範
囲

の
周
辺

に
杭
を
打
ち
、
全
形
を
測
量
す

る
こ
と
と
し
た
。
測
量
は
日
本
側

の
指
導

の
も
と
に
測
量
班

員
が
行

っ
た
。

測
量
を
行

っ
た
城
子
山
は
遼
寧
省
朝
陽
市
凌
源
県
三
官
旬
子
村

の
東
北
約
三
キ

ロ
に
あ
る
。
頂
上
に
築
か
れ
た
城
壁
が
遠
く
か
ら
も

は

っ
き
り
と
望
め
、
城
子
山



の
名

が
付
け
ら
れ

た
が
、

こ
の
城
壁

こ
そ
夏
家
店
下
層
文
化
期

の
も

の
で
、
今
回
我

々
が
測
量
調
査

の
対
象
と
し
て
選

ん
だ
遺
跡

に
他
な
ら
な

い
。

こ
の
遺

跡
が
発
見
さ
れ
た
の
は

一
九
七
九
年

で
、
同
年
秋

に
遼
寧
省
考
古
幹
部
養
成

の
た
め
の
訓
練
班

が
発
掘
調
査
を
行

い
、
紅
山
文
化
期

の
住
居
趾
と
墓
、
夏

家
店
下
層

文
化

の
遺
跡
、
夏
家
店
上
層
文
化

の
遺
跡

が
重
複
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

そ
の
う
ち
紅
山
文
化
の
墓

の
調
査
概
報
が
発
表
さ
れ

(
『
考
古
』

一
九
八
六
年
第
六
期

)、
玉
器
が
原
位
置
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
紅
山
文
化

の
遺
跡

の
あ
と
が
夏
家
店
下
層
文
化

の
住
居

に
選
ば
れ
、
南
面
を
除
く
三
方

に
礫
石
と
土
砂
を
混

ぜ
て
城
壁
を
築
き
、
そ

の
内
側

に
住
居
を
設
け

て
い
る
。
夏
家
店

下
層
文
化
の
詳
細
は
別
稿

(「
夏
家
店
下
層
文
化

の
諸
問
題
」
『
日
本
中
国
考
古
学
会
会
報
』
創
刊
号

一
九
九

一
年

日
本
中
国

考
古
学
会
刊

)

に
譲
る
が
、
近
年

の
調
査
及
び
報
告
に
よ

っ
て
、

こ
の
夏
家
店
下
層
文
化
の
城
跡

が
遼
寧
省
西
部

か
ら
内
蒙
古
東
南
部
に
広
く
分
布
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

つ

つ
あ
り
、
学
界
の
注
目
す
る
と

こ
ろ
と
な

っ
て

い
る
。
我

々
の
今
回
の
測
量
調
査
も
そ
う
し
た
夏
家
店
下
層
文
化
が

"
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け

る
文
明

の
源
流
"
と

い

う
共
同
研
究

の
テ
ー

マ
に
即
し
た
研
究
対
象

で
あ
る
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん
だ
も
の
な

の
で
あ
る
。

測
量
図
面
な
ど
、
測
量
結
果

の
詳
細
は
双
方

の
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
共
同
研
究

終
了
後
発
表
す

る
こ
と
を
取
り
決

め
て

い
る

の
で
、

こ
こ
で
は
そ

の
概
略

の
み

耐

を
述

べ
る
と
、
城

跡
は
東
西
約

二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
南
北
約

二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
正
方
形
で
、
城
壁

の
高
さ
は
最
も
高

い
と
こ
ろ

で
約
五
メ
ー
ト

ル
を
測
る
。
城
外

q

に
測
量
基
準
点
を

埋
め
込
ん
で
あ
る
の
で
今
後

の
再
調
査
に
役
立

つ
で
あ
ろ
う
。

+
月
十
七
日

(水

)
快
晴

八
時

三
十
分
、
凌
源
博
物
館

へ
。

一
九
八
四
年

に
そ

れ
ま
で
凌
源
文
化
館

で
あ

っ
た

の
を
博
物
館

に
改

め
た
も

の
で
あ
る
。
門
を
入
る
と
中
庭
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
奥

に
左
右

に
細
長

い
展
示
室

が
あ
り
、
左
手

の
建
物

が
事
務
室

と
な

っ
て

い
る
。
館
長

の
荊
殿
凱
先
生
以
下
、
館
員

の
方

々
が
案
内
し
て
下
さ

っ
た
。
展
示
室

は

さ
ほ
ど
大
き
く
は
な

い
が
、
こ
の
地
方

の
歴
史
展
示
を
行

っ
て
い
る
。
私
に
は
石
羊
石
虎
山

(
『
考
古
』

一
九
六
三
年
第
十
期
)
の
小
河
沿
文
化

の
土
器
、
十
五
里
塗

戦
国
墓

の
出
土
土
器
、
四
合
当
出
土
の
頂
き

に
馬
を
飾

っ
た
青
銅
兜
や
青
銅
父
な
ど
が
興
味
を
惹

い
た
。
他
に
、
朝
陽
の
北
燕
墓
か
と

い
わ
れ
る

一
括

の
灰
陶
明
器

が
あ

っ
た
。
甕

・
壺

・
鉢

・
皿
な
ど
の
他
、
鏡

・
踏
み
杵
と
臼

・
竈

・
井
戸

の
セ

ッ
ト

で
あ
る
。
全

く
漢
代
と
同
じ
組
合
せ
で
あ
る
。
も
し
本
当
に
こ
れ
が
北
燕

の

も

の
な
ら
、
そ
う

し
た
漢
代

の
伝
統
が
北
方
諸
民
族

に
そ

っ
く
り
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告
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十
時
三
十
分
博
物
館
を
あ

と
に
し
、
凌
源
県

の
北
約
三
キ

ロ
の
安
杖
子
遺
跡

へ
向
か
い
十

一
時
過
ぎ
到
着
。

こ
こ
は

一
九
七
九
年

に

一
部

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
戦
国
時
代
か
ら
漢
代

に
か
け
て

の
重
要
な
都
城
趾

で
、
現
在
朝
陽
市
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
城
跡

は
周
囲
か
ら
七
ー
八
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
高
く
、
東
西
に
二

つ
の
城
壁

が
連
な
り
、
西
城
は
南
北
約
三
八
〇
メ
ー
ト

ル
×
東
西

一
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
東
城
は
南
北
約

一
二

〇
メ
ー
ト
ル
×
東
西
約
八
十
メ
ー
ト

ル
と
相
当

の
規
模

で
あ

る
。
現
在
は

一
面

の
畑
で
、
土
器
片
が

い
っ
ぱ

い
散
布
し
て

い
る
。
調
査

の
報
告
は
ま
だ
出
て

い
な

い

が
、
発
掘

に
よ

っ
て
戦
国
燕
代
と
漢
代

の
住
居
趾
多
数
が
発
見
さ
れ
た
他
、
燕

と
前
漢
の
貨
幣
、
漢
代

の
鉄
器
、
戦
国

の
獣
面
紋
瓦
当
と

"
千
秋
万
歳
"
瓦
当
、
そ

れ
に

"
白
狼
丞
印
"
・
"
昌
城
丞
印
"
・
"
広
城

之
印
"
・
"
当
陽
丞
印
"
・
"
泉
州
丞
印
"
な
ど
の
封
泥
が
出
土
し
、
ま
た

"
石
城
"
の
印
文

の
あ
る
土
器
片
も
発
見
さ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
都
城
趾
が
前
漢
代

の
右
北
平
郡
治
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
報
告
書

の
す

み
や
か
な
刊
行
を
期
待
し
た

い
。

午
後
に
は
や
は
り
、
凌
源

の
北

に
あ
る
小
城
子
王
八
蓋
子
遺
跡
を
見
学
し
た
。
山
あ

い
に
挟
ま
れ
た
、
あ
ま
り
規
模

の
大
き
く
な

い
夏
家
店
下
層

.
上
層

文
化
時

代

の
遺
跡
で
、

こ
こ
は
未
発
掘
で
あ
る
。
そ

の
あ
と
、
熱
水
湯

へ
向

か
い
、
円
形

の
大
浴
場
で
測
量
調
査

の
疲
れ
を
洗

い
落
し
た
。
私
は
楊
貴
妃
で
有
名
な
西
安

の

華
清
池

の
温
泉
に
入

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
皆
は
中
国

で
最
初

の
温
泉
浴

と
な

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
中
国

に
も
大
浴
場
が
あ
る
の
に
は
驚

い
た
。

十
月
十
八
日

(木

)
快
晴

凌
源
滞
在

の
最
後

の
日
で
あ
る
。

こ
の
日
は
凌
源
県
と
建
平
県

の
境

に
あ
る
牛
河
梁
遺
跡
に

つ
い
て
最
新

の
説
明
を
受
け
た
。
紅
山
文
化
に
関
す
る
認
識
を
決
定

的

に
変
革
さ
せ
た
の
は

こ
の
牛
河
梁
第
-
地
点
の
女
神
廟
と
、
お
な
じ
く
第

H
地
点

の
積
石
塚
群

で
あ
る

(
『
文
物
』

一
九
八
六
年
第
八
期
)。
私
が

一
九
八
八
年

に

最
初

に
見
学

に
訪
れ
た
と
き

に
は
、

こ
の
第
H
地
点

に
新
た
に
Z
4
積
石
塚

が
発
掘
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
現
在

で
は
さ
ら
に
Z
4
の
東

に
Z
5
積
石
塚
が
発
掘
さ

れ
て

い
る
。
東
西
二
十
五
メ
ー
ト

ル
、
南
北
四
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
で
南
北
二

つ
に
分
か
れ
、
北
側

に
は
さ
ら
に
中
央
に
円
形

の
石
積
み
が
有

る
よ
う

で
あ

る
。
ま
た
、

牛
河
梁
第
V
地
点
に
は
墓
が
二
基
あ
り
、
そ

の
う
ち
第

一
号
墓

か
ら
で
た
の
が
北
京
故
宮

の

「
中
国
文
物
精
華
展
」

に
出
品
さ
れ
て
い
た
大
型

の
玉
器

で
あ
る
。

牛
河
梁
に
お
い
て
の
最
近

の
最
も
興
味
あ
る
発
掘
は
、
牛
河
梁
と
我

々
が
測
量
調
査
を
行

っ
た
城
子
山

の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
山
丘
上
で
発
見
さ
れ
た
ピ
ラ

ミ

ッ
ド

形
積
石
塚
で
あ
る
。
目
下
発
掘
調
査

が
続
行
中
で
、
詳
細
は
聞
く

こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
が
、
積

み
石
で
方
形

の
段
を
ニ
ー
三
段
築
き
、
そ

の
上
に
方
錐
形

の
盛
り

土
を
す
る
と

い
う
か
ら
、
そ

の
外
形
は
確

か
に
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
状
を
呈
す

る
こ
と
に
な

る
。
後
世
の
も

の
は
別
と
し

て
、
新
石
器
時
代

の
構
造
物

と
し
て
は
全
く
聞

い

(116)



た
こ
と
が
無

い
形
状

の
も
の
で
あ

る
。
頂
き
に
は
冶
銅
遺
跡

が
あ
り
、
そ

こ
を
掘
り
下
げ
た
所
、
舅
基
坑
が
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
な

ん
と
も
奇
妙
な
遺
構
と

い
う

ほ
か
な

い
。
午
後
測
量
図
の
取
り
扱

い
を
協
議
し
、
凌
源
で
の
予

定
を
す

べ
て
終
え
た
。
夜

は
調
査
期

間
中
世
話

に
な

っ
た
凌
鋼
賓
館

の
宋
総
経
理

が
送
別
の
宴
を

は

っ
て
く
だ
さ

っ
た
。

十
月
十
九

日

(金

)
快
晴

八
時
半
宿
舎
を
出

発
、
牛
河
梁
遺
跡

の
そ
ば
を
通

っ
て
建
平
県

に
向

か
う
。
今
日
の
最
初

の
目
的
地

は
建
平
県
に
あ

る
水
泉
遺
跡

で
あ
る
。

こ
の
遺
跡

は
遼
寧
省

の
研
究
者

に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
、
概
報
が
だ
さ
れ
て

い
る

(
『
遼
海
文
物
学
刊
』

一
九
八
六
年
第

二
期

)。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
遺
跡
は
夏
家
店
下
層
文
化
期

の
城

跡

で
あ

る
か
、
城
子

山
の
様

に
山
頂

に
築
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
平
地

に
き
ず

か
れ
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
山
頂

の
も

の
と
平
地

の
も

の
と
、
ど

の
よ
う

に
異
な
る
か

か
分
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
期
待
を
も

っ
て
現
地
に
赴

い
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
農
耕
の
た
め
城
壁

の
か
な
り
の
部

分
が
当
時
と
異
な
り
、
旧
状
を
う
か
が
う

こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た

の
は
残
念

で
あ
る
。

恥

こ
の
日

の
昼
食

は
水
泉
村

の
李
仁
甫
さ
ん
の
家
で
取
る
こ
と
と
な

っ
た
。
私
は
広
西
省

で

一
般

の
農
家

に
入

っ
た
こ
と
は
あ

る
が
、
東
北
地
方
で
は
初
め
て
で
あ

q

る
。
家
は
東
西
に
細

長
く
、
三
室
が
並

ぶ
。
建
物

は
四
方

の
壁
を

レ
ン
ガ
で
築
き
、
二
重
窓
と
し
て
寒
気
を
防
ぐ
。
天
井
は
木

の
梁
を
渡
し
、
中
央

が
玄
関
兼
台
所

で
、
そ

の
左
右

に
居

間
兼
寝
室
が
あ

る
。
中
央

の
台
所

に
あ
る
竈
を
炊
く
と
そ

の
熱
気

が
壁
を
越
し
て
居
間

の
南
半
分
に
設
け

た
オ

ン
ド

ル
を
暖
め
る
よ
う

に
な

っ

て

い
る
。

オ
ン
ド

ル
の
上
に
は
ア

ン
ペ
ラ
が
し
か
れ
、
寝
る
と
き

に
上

に
布
団
を

か
け
る
。
オ

ン
ド

ル
に
座

っ
て
食
事
を
し
た
が
、
座
布
団
を
敷

か
な

い
と
熱
す
ぎ

る
ぐ
ら

い
で
あ

っ
た
。

午
後
に
は
喀
嘲
沁
旗

の
羅
卜
溝
遺

跡
を
見
学
し
た
。

こ
こ
も
夏
家
店
下
層

期
の
平
地

に
お
け

る
城
跡

で
あ

る
が
や
は
り
大
き
く
破
壊
を
受
け
て

い
る
。
夕
方
、
大

青
山
を
越
え
て
朝
陽
市
に
着

い
た
。

十

月

二
十

日

(
土

)

晴

れ

朝

陽

市

を
出

発

し

、
大
凌

河

を
越

え
、
小

凌

河

に
沿

っ
て
南

西

に
向

か
う

。

平
成

二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

一
時
間
ほ
ど
走

っ
た
と

こ
ろ

で
公
路
か
ら
分
か
れ
、
小
凌
河

の
支
流

の
川
床

の
道
無
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き
道
を
遡
る
。
流
れ
を

ニ
ー
三
度
渡
り

つ
つ
三
十
分
ほ
ど
行

っ
た
と

こ
ろ
が
魏
営
子
遺
跡

で
あ
る
。
川
の
流
れ
が
大
き
く
蛇
行
す

る
断
崖

の
上

に
遺
跡
が
あ
る
。
紅

山
文
化
の
あ
と
、
青
銅
器
時
代
に
入
る
ま

で
、
遼
寧
省
西
部

の
新
石
器
文
化
の
終
末
期

の
土
器
変
遷
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
資
料
を
出
土
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が

(
郭
大
順

「
試
論
魏
営
子
類
型
」
『
考
古
学
文
化
論
集
』

一
i

一
九
八
七
年

)、
現
在

は
人
跡
ま
れ
な
、
と

い
う
形
容

に
ふ
さ
わ
し

い
奥
地

の
遺
跡
で
あ
る
。

こ
こ
に

は
、
西
周
時
代
の
墓
も
発
掘
さ
れ
て
お
り

(
『考
古
』

一
九
七
七
年
第
五
期
)、
か

つ
て
は
、
重
要
な
地
点

で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

午
後
は
朝
陽
市
博
物
館
を
訪
れ
た
。
も
と
祐
順
寺

と

い
う
ラ

マ
教

の
寺
院
を
改
装
し
た
も

の
で
、
古

い
寺
院
建
築
を
そ

の
ま
ま
転
用
し

て
い
る

の
で
、
陳
列
条
件

は
あ
ま
り
よ
く
な

い
。

昨

日
見
学
し
た
建
平
県

の
水
泉
遺
跡

の
土
器
類
、
今

日
午
前
中
に
訪
れ
た
魏
営
子
遺
跡
の
近
く
に
あ
る
喀
嘲
沁
左
翼
旗
馬
廠
溝

(
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年

第
八
期
)
や
山
湾
子
遺
跡
出
土
の
青
銅
器

(
『
文
物
』

一
九
七
七
年
第

十
二
期
)、
有
名
な
馬
素
弗
墓
出
土
品

(
『文
物
』

一
九
七
三
年
第
三
期
)
や
高
句
麗

の
馬
具
な

ど
が
目
を
惹

い
た
。

一
応

の
見
学
を
終
え
、
明

日
の
調
査

の
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
て
宿
舎

に
帰

っ
た
。

十
月

二
十

一
日

(
日
)
晴
れ

今
日
は
朝
陽
市
博
物
館

に
お
い
て
資
料

の
調
査
を
行

っ
た
が
、
私

は
疲

れ

か
ら

体
調

を
崩

し

、

日
病

臥

し

て
し
ま

っ
た
。
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十
月
二
十
二
日

(
月
)
曇
り
後
時

々
小
雨

八
時
十
分
宿
舎

発
、
十

二
台
営
子
に
向

か
う
。
十

二
台
営
子
は
遼
寧
省
博
物
館

の
朱
貴
先
生

に
よ

っ
て

い
わ
ゆ
る
遼
寧
式
銅
剣
を
始
め
、
多
数

の
特
色
あ

る
青
銅

器
を
副
葬
し

た
石
棺
墓
群

が
発
掘
さ
れ
た
地
点

で
あ

る

(
『考
古
学
報
』

一
九
六
〇
年
第

一
期
)
。
私
の
論
文

(
『考
古
学
雑
誌
』
第
五
十
七
巻
第

一
号

・四
号
、
第
五

十
八
巻
第
四
号
)
の
作
成

に
当
た

っ
て
、
青
銅
短
剣

の
第

一
期

の
う
ち
剣
柄
が
ま
だ
青
銅
で
な
く
、
木
や
何
か
の
有
機
質

の
物
質
で
作
ら
れ
て

い
た
最
も
古

い
時
期

の
代
表
と
し
て
大
き
な
意
味
を
も

っ
た
遺

跡
で
あ
る
。
そ

の
遺
跡
の
現
地
に
立
て
る
の
は

一
種

の
感
慨
を
禁
じ
得
な

い
。

こ
の
遺
跡

の
あ
る
地
点

は
墓
地
と
し
て
好
適

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
紅
山
文
化
の
積
石
塚
が
す
ぐ
後
ろ

の
山
上
に
あ
り
、
周
囲
に
は
春
秋
時
代
か
ら
戦
国

.
漢

.
三

燕
時
代

の
墓
地
が
輻
韓
し

て
い
る
。
我

々
が
参
観
中

に
、
掘
り
上
げ
ら
れ
た
土
の
中

か
ら
土
器
が
覗

い
て
お
り
、
掘
り
出
し
て
み
る
と
完
形

の
漢
代

の
壺
と
柑
が
二



個
出
て
き
た
ほ
ど
で
あ

る
。

十
二
台
営
子
か
ら
ニ
キ

ロ
ほ
ど
の
衰
台
子
遺
跡

は
壁
画
を
も

っ
た
東
晋
代

の
墓

で
あ
る

(
『
文
物
』

一
九
八
四
年
第
六
期
)。

こ
こ
は
、
農
家

の
庭
先

で
、
貯
蔵
穴

を
掘
る
と
き
に
見

つ
か

っ
た
と

い
う
こ
と

で
あ

る
。
帰
り
に
丁
度

田
立
坤
氏

に
よ

っ
て

『
北
方
文
物
』

一
九
九
〇
年
第
三
期

に
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
の
漢
代
の
遺

跡

を
見
学
し
た
。

午
後
は
朝
陽
市
内

の
南
塔

と
北
塔
を
見
学
し
た
。
共
に
遼
代

の
塔

で
、
約

ニ
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
て
南
北

に
相
対
し
て
査
え
て
お
り
、
朝
陽

の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い

る
。
特
に
、
北
塔
は
塔
頂
上

の
伏
鉢
基
部

か
ら
様

々
な
文
物

が
出
土
し
、
現
在
国
宝

に
指
定
さ
れ
、
解
体
修
理
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

の
う
ち

の

一
部
分
が
北
京

の
故
宮

で
開
催
中

の

「
中
国

文
物
精
華
展

」
に
展
示
さ
れ
て

い
た
。

現
在
の
塔

の
外
部

は
遼
代

の
方
形
碑
積
み
で
、
腰
部
四
方

に
三
尊
仏
座
像

が
浮
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
。
し

か
し
、
解
体
修
理

の
為

の
調
査

に
よ

っ
て
、
塔

の
基
壇

の
中

か
ら
南
北
朝
、
お
そ
ら
く
北
魏

の
礎

石
が
現
れ
、

こ
の
塔
が
最
初

は
北
魏
時
代

に
木
造
で
築
か
れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
丁
度
北
東

隅

に
あ
た
る
礎
石
を
見
た
が
、
か
な

り
大

き

い
も

の
で
、
建
物

の
外
部

に
出

て
い
た
部
分
は
す

っ
か
り
磨
滅
し
て

い
る
が
、
内

側
に
あ

っ
た
礎
石

の
浮
彫
は
確

か
に

北
魏

風
に
見
え
る
も

の
で
あ

っ
た
。
塔

の
中
心

は
空
洞
と
な
り
、
内
部

に
は
三
層

か
ら
な
る
石
造
八
角
形
経
瞳
が
立
て
ら
れ
て

い
た
。

そ

の
あ
と
、
新
し
く
整
備
中

の
朝
陽
市
博
物
館

へ
赴

い
た
。
こ
こ
は
も
と
東
塔
と
呼
ば
れ
た
塔
を
も

っ
た
寺

の
あ
と
で
、
丁
度
そ

の
塔

の
碑
築
基
壇

が
掘

り
だ
さ

れ
て

い
た
。

一
部

の
文
物
は
既
に

こ
の
新
館

に
移
さ
れ
て

い
る
ら
し
く
、

こ
こ
で
西
周
の
馬
具
や
漢
式
剣
、
そ
れ
に
朝
陽
市
南

双
廟
発
見

の
銅
矛
を
調
査
す

る
こ
と

が
出
来

た
。

十
月
二
十
三
日

「
火
」
晴
の
ち
薄
曇
り

午
前
中
、
朝
陽
市
博
物
館

で
関
係
資
料

の
調
査
を
続
行
し
た
。
朝
陽
市
博
物
館

の
特
別
陳
列
室
に
は
、
未
発
表

の
資
料

が
数
多
く
並

べ
ら
れ
て

い
た
。

と
り
わ
け
、

南
北
朝
時
代

の
様

々
な
金
属
製
品
に
珍
し

い
も

の
が
見
ら
れ
、
中

に
は
、
藤

ノ
木
古
墳

の
金

工
品
と
比
較
検
討
す

る
上
で
の
貴
重
な
資
料
も
見
る

こ
と
が
出
来
た
。

す

み
や
か
な
資
料

の
公
表
を
期
待
し

た
い
。

朝
陽
市
で
の
日
程
を
終
え
、
午
後

に
は
阜
新
市

へ
向
か
う
。
黄
色
に
色
づ
き
始
め
た
並
木
の
間
を
走
る
。
忙
牛
河
を
渡
り
、
阜
新
県

に
入

っ
た
紫
都
台
付
近

の
高

平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告
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原
を
走
る
間
は
最
も
美
し

い
景
観
で
あ
る
。

十
月
二
十
四
日

(
水
)
薄
晴

れ

阜
新
市

の
宿
舎

を
出
発
し
、
胡
頭
溝
遺
跡

へ
向

か
う
。
昨
日
通

っ
た
紫
都
台
付
近

の
高
原
を
戻
り
、
忙
牛
河

の
す

こ
し
手
前
か
ら
国
道
を
そ
れ
、
北
に
向
か
う
。

阜
新
か
ら
た

っ
ぷ
り

一
時
問
余
走
り
、
阜
新
県
化
石
文
郷

に
着
く
。
さ
ら
に
二
十
分
ほ
ど
進

ん
だ
と

こ
ろ
か
ら
は
忙
牛
河

の
左
岸
に
沿

っ
た
田
舎
道
と
な
る
。
前
を

ゆ
く

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
が
今
に
も
倒
れ
そ
う

に
大
き
く
左
右

に
揺
れ
て

い
る
。
道

は
忙
牛
河
を
見
下
ろ
す
ほ
ど
の
高
原

の
上
を
走
る
か
と
思
え
ば
忙
牛
河
に
流
れ
込
む

支
流
を
越
え
る
と
き
に
は
崖
を
這

い
下
り
て
干
上

が

っ
た
川
床
を
越
え
、
ま
た
崖
を
這

い
上
が
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
よ
く
も
ま
あ
こ
ん
な
所

へ
ま

で
我

々
の
希

望
を

入
れ
て
、
案
内
し
て
く
れ
る
も

の
だ
と
感
謝
す

る
ほ
か
な

い
、
険
し
い
行
程
で
あ

っ
た
。

や
は
り
支
流

の

一
つ
が
忙
牛
河
に
流
れ
込
む
河

口
に
営
ま
れ
た
胡
頭
溝

の

村
を
最
後
に
、
道

は

つ
い
に
忙
牛
河

の
本
流

の
川
床

に
出
る
。
川
幅
は
四
～
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
も
あ
ろ
う
か
、
さ
す

が
に
広

い
。

河
の
左
右

の
岸

は
切
り
立

っ
た
断
崖

と
な

っ
て

い
る
。
断
崖

の
高
さ
は
三
十

メ
ー
ト

ル
は
あ
り
そ
う

で
、
ほ
と
ん
ど
垂
直

に
近

い
。
崖
を
上
が
る
と
平
坦
な
台
地

が
開
け
て

い
る
。
胡
頭
溝

の
墓
は
台
地

の
端

に
ニ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
高
ま
り
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
墓
は
忙
牛
河

の
洪
水

に
よ
り
河
岸

が
削

ら
れ
丁
度
真
半
分
に
な

り
、
崖
面
に
墓
室

が
開
口
し
た
と
こ
ろ
を
、
地
元
の
牧
民
が
中

か
ら
玉
器
を
見
附
け

だ
し

た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
発
見
を
契
機

と
し
て
墓

の
調
査
が
行
わ
れ
、

こ
の

墓
が
周
囲
に
円
形

に
礫
石
の
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
そ

の
中
央

の
地
下
ニ
メ
ー
ト

ル
に
玉
器
を
副
葬
し
た
箱
式
石
棺
を
埋
葬
し
た
遺
構

で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
(
『
文

物
』

一
九
八
四
年
第
六
期
』
)。
ま
た
石
垣

の
東

に
も

一
基

石
棺
墓
を
発
見
し
て
い
る
。

こ
の
墓

は
紅
山
文
化
に
、
特
有

の
形
態
を
し
た
玉
器
が
伴
う
こ
と
が
始

め
て

報
告
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
重
要

で
あ

る
。
ま
た
、
環
状
の
石
垣
の
入
り
口
に
当
た
る
所

の
外
側
に
、
丁
度

日
本

の
古
墳

の
円
筒
埴
輪

の
様
に
、
円
筒
形

の
彩
陶
筒
形

器
が
立
て
並

べ
て
あ

っ
た
こ
と
も
興
味
深

い
。

胡
頭
溝

か
ら

一
キ

ロ
ほ
ど
引
き
返
し
て
、
再
び
忙

牛
河

の
断
崖

に
登
り
、
土
器
出
土
地
点
を
見
た
。
遺
跡
名
は
未
だ

つ
け
ら
れ
て

い
な

い
。

こ
の
遺
跡
も
断
崖

の

端
に
位
置
し
て

い
る
が
、
先

の
胡
頭
溝
墓
と
共
に
、
築
造
さ
れ
た
当
時
は
忙
牛
河
の
川
幅
が
狭
く
、
断
崖
も
今
ほ
ど
険
し
く
な
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に

一
キ

ロ
ほ
ど
戻

っ
た
と
こ
ろ

の
牝
牛
河
の
支
流

の

一
つ
に
沿

っ
て
下
新
邸
村
が
あ
る
。
そ

の
村

の
南
に
南
梁
遺
跡
が
あ
る
。
川
床
か
ら
は
凡
そ
五
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
、
急
な
丘
を
登

っ
た
と
こ
ろ
に
遺
跡

が
あ

る
。
夏
家
店
下
層
文
化
期

の
城
跡
で
あ
る
。

一
部

分
は
開
墾
さ
れ
て
畑
と
な

っ
て
い
る
が
、
現
在

の
村
か
ら
高
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い
と

こ
ろ

に
あ

る

こ
と

と
斜

面

が
険

し

い
こ
と

か
ら
、

こ
れ

ま

で
見

た
ど

の
城

跡

よ

り
も

保
存

が
良

好

で
あ

る
。

高

い
と

こ
ろ

に
あ

る

た
め
、

眺

め
も

素
晴

ら
し
く

、

は
る

か

に
忙
牛

河

の
流

れ

が
輝

い
て
見

え

る
。

一
同
す

っ
か

り

こ
の
遺
跡

が
気

に
入

り
、

来
年

度

は

ぜ

ひ

こ
の
遺

跡

を

測
量

し

よ
う

と

い
う

こ
と

に
な

っ
た
。

沢

山
あ

る
夏

家
店

下
層

文

化
期

の
城

跡

を

み

ん
な
見

た

わ

け

で
な

く
、

わ
ず

か
な

見
聞

で
し

か
な

い
が

、

こ
れ
ま

で
見

た

限

り

で
は
平
地

の
城
跡

は
も

と
よ

り
、

集

落

か
ら
多

少

遠

い
山

上

の
も

の
で
も

、

緩
や

か
な

山
や

丘

な

ら
、

す

べ
て
勤

勉

な
農

民

の
手

に
よ

っ
て
、

開

墾

さ
れ

て
破

壊

を
受
け

て

い
る
。
そ

う

し

た
中

で
、

こ

の
南

梁
遺

跡

は
、

北

側

の
石

垣

が
幾

ら
か
変

形

さ

れ
て

い

る
と

は

い
え
、
開

墾

に
よ

る
破
壊

が
少
な

く

、

大
部

分

の
石
垣

は
極

め

て
保
存

が
良

い
。

我

々
の
様

に
、

発
掘

調
査

を

行

わ
ず

、
遺

跡

の
現
状

を
測

量
す

る
調

査

で

は

、

な

る

べ
く
当
初

の
様

相

に
改
変

の
な

い
こ

と

が
望
ま

し

い
か
ら

で
あ

る

こ
と

は
言
う

ま

で
も

な

い
。

町

か

ら
遠

く
、

調
査

に
は

か
な

り

の
困
難

や
不

便

を

忍
ば

な

け

れ

ば
な

る
ま

い
こ

と
が
予

想

さ

れ
る

が
、

そ

れ
よ

り
も
、

良

い
成

果

が
望

め

そ
う
な

遺

跡

に
出
会

い
、

皆
、

心

も
軽

く

阜
新

市

へ
と

引

き
返

し

た
。

十
月
二
十
五
日

(木

)
晴
れ

午
前
中
、
阜
新

か
ら
藩
陽

へ
移
動
。

距
離
二

一
七
キ

ロ
、
三
時
間

で
走

っ
た
。
午
後
は
遼
寧
省
博
物
館
を
参
観
し
、
実
測
調
査

の
準
備
を
行
う
。
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十
月
二
十
六
日

(金

)

二
十
七
日

(
土
)

こ
の
二
日
間

は
終
日
遼
寧
省
博
物
館

に
お

い
て
実
測
調
査
を
行

っ
た
。
当
初

の
協
定
通

り
、
調
査
す
る
遺
物
は
既

に
発
表
さ
れ
て

い
る
も

の
に
限

ら
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
、
実
測
図
や
写
真
で
し
か
み
る
こ
と

の
出
来

な
か

っ
た
遺
物
を
、
実
際

に
手
に
と

っ
て
詳
し
く
観
察

で
き
る
の
は
何
よ
り
素
晴

ら
し

い
体
験

で
あ
る
。
既
に

公
表

さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
我

々
の
観
察

に
よ

っ
て
気

の
付

い
た
新
事
実
も
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は

い
ず
れ
公
表
す
る
報
告
書
の
中

に
譲

る
。

二
十
七
日
夜
、

二
十

一
時
丁
度
藩
陽
発
北
京
行
き
急
行
列
車
に
乗
る
。

十
月
二
十
八
日

(
日
)
晴
れ

九
時

二
十
分
北
京
駅
着
。
考
古
研
究
所

の
王
魏
氏
が
出
迎
え
て
下
さ
る
。
橿
原
考
古
学

研
究
所
と
茨
城
大
学

に
留
学
さ
れ

た
日
本
語

の
達

人
が
、

平
成
.
一年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

我

々
の
北
京
で

●



平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

の
行
動
に
同
行
し
て
下
さ
る
の
は
心
強

い
限
り
で
あ
る
。
午
前
中
宿
舎

で
休
息
を
と
り
、
午
後
は
ま
ず
歴
史
博
物
館

へ
見
学

に
行
く
。

こ
の
九
月
、
ア
ジ
ア
大
会
を

契
機
に
大
幅
に
展
示
替
え
が
行
わ
れ
た
歴
史
博
物
館

の

「
中
国
通
史
陳
列

」
に
は
最
新

発
掘
資
料
も
多
数
加
わ
り
、
我

々
に
は
何
度
見
て
も
見
飽
き
な

い
展
示

で
あ

る
。

十
月
二
十
九
日

(月

)
晴
れ

朝
、
考
古
研
究
所

へ
共
同
研
究

の
成
果
を
説
明
に
行
く
。
徐
華
芳
所
長
、
徐
光
翼

・
高
広
仁
両
副
所
長
、
烏
恩

・
張
子
明
先
生
ら
考
古
所

の
幹
部
諸
先
生

が
揃

っ

て
お

い
で
頂

い
た
。
そ
の
う
ち
、
蘇
乗
埼
先
生
が
お
見
え
に
な

っ
た
。
現
在
中
国
考
古
学
会

の
理
事
長
で
、
考
古
学
界
の
指
導
者

で
あ
る
。
長
く
北
京
大
学

の
新
石

器
時
代

の
教
授
を
さ
れ
、
優

れ
た
研
究
者
を
輩
出
さ
れ
て

い
る
。
我

々
の
共
同
研
究

の
中
国
側
責
任
者
で
あ
る
郭
大
順
さ
ん
も
先
生

の
高
弟

の

一
人

で
あ

る
。
先
生

は

『
闘
鶏
台
溝
東
区
』

の
報
告
書

の
執
筆

で
早
く
か
ら
著
名
で
あ
る
が
、
私
に
は
先
生
が

『
考
古
学
報
』

の

一
九
六
五
年
第

一
期

に
書

か
れ
た

「
関
子
仰
紹
文
化
的

若
干
問
題
」
を

『
史
林
』
第
五
〇
巻
第

一
号

(
一
九
六
七
年
)
に

「
新
中
国

で
の
原
始
社
会

の
究
明
」
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
り
、
機
会
が
あ
れ
ば
是
非

お
会

い
し
た

い
方
で
あ

っ
た
だ
け

に
、
先
生
に
お
会

い
出
来
て
、
長
年

の
願
望

の

一
つ
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来

た
。
先
生
が
私

の

『
史
林
』
の
紹
介
論
考
を
良

く
覚
え

て

い
て
下
さ

っ
た
の
に
は
感
激
し

た
。
北
京
大
学

に
留
学
中
、
先
生

に
お
会

い
し
た

こ
と
の
あ

る
岡
村
氏
に
よ
る
と
、
先
生
が
最
近
病
気
を
さ
れ
て
か
ら
少
し
痩
せ

ら
れ
た
と

い
う

こ
と
で
あ

る
が
、
私

に
は
、
八
十
近

い
お
年
な
が
ら
、

か
く
し
ゃ
く
と
さ
れ
て

い
る
様

に
お
見
受
け
し
た
。
我

々
外
国
人
が
中
国

の
研
究
者

と
共
同

研
究
を
行
え
る
よ
う

に
な

っ
た
の
も
、
先
生
が
考
古
学
界

の
開
放

に
積
極
的
で
あ
る

こ
と
が
、
大
き
く
作
用
し
て

い
る

こ
と
を
知
る
と
き
、
先
生

の

一
層

の
健
勝
を

願
う
も

の
で
あ
る
。

午
後
は
考
古
研
究
所

の
ご
厚
意

で
、
故
宮

で
開
催
中

の

「
中
国
文
物
精
華
展
」
と

「
考
古
研
究
所
四
十
年
展
」
を
見
学
し
た
。
こ
れ
ら
の
展
覧

の
内
容
に

つ
い
て

は
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な

い
。

し
か
し
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
中
国
文
物
精
華
展
」
に
は
牛
河
梁
第
V
地
点

一
号
墓
出
土

の
大
型

の
玉
器
や
、
朝
陽
市
北
塔
塔
頂

発
見
の
奉
納
品
な
ど
、
関
係
遺
品
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、
「
考
古
研
究
所
四
十
年
展
」
に
は
、
内
蒙
古
教
漢
旗
大
旬
子
の
夏
家
店
下
層
墓
群
か
ら
出
土
し
た
土

器
と
、
そ
れ
と
比
較
検
討
す

る
べ
き
河
南
省
二
里
頭
遺
跡
出
土

の
土
器
や
青
銅
器
が
並

べ
ら
れ
て

い
て
、
時
間
を
忘

れ
て
ノ
ー
ト
を
取

っ
た
。
そ
う
し
た
、
今
回
の

共
同
調
査

に
直
接
関
係
す

る
資
料

の
ほ
か
に
も
、
最
近

の
考
古
学
上

の
話
題
の
資
料
が
ぎ

っ
し
り
展
示
さ
れ
て
お
り
、
得
が
た
い
チ

ャ
ン
ス
に
出
会
う

こ
と
が
出
来
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た

。
十
月
三
十

日

(
火

)
薄
晴
れ

北
京
最
後
の
日
は
北
京
市
文
物
研
究
所

の
新
楓
毅
副
所
長
が
自
ら
案
内

い
た
だ
き
、
北
京
市

の
北
西

の
延
慶

に
最
近
新

設
さ
れ
た

「
山
戎
墓
葬
陳
列
館
」
を
見
学

し
た
。
延
慶

は
北
京

か
ら
車

で
三
時
間
あ
ま
り
、
八
達
嶺

の
あ

る
軍
都
山
を
越
え
、
燕
山
山
脈

に
囲
ま
れ
た
盆
地

で
、
遺
跡

は
軍
都
山
を
背

に
し
て
広

が
る
。

こ
の

墓
地

の
発
掘
略
報
告
は
す

で
に

『
文
物
』

一
九
八
九
年
第
八
期

に
発
表
さ
れ
て

い
る
。
陳
列
館

は
そ

の

一
角
に
あ
り
、
十
基

の
墓
が
発
掘

さ
れ
た
ま
ま

の
状
態

に
展

示
さ
れ
た
遺
跡
博
物
館
で
あ
る
。

か
な
り
深

い
竪
穴
墓
で
、
遺
骸
は
木
棺
に
伸
展
葬

で
納
め
、
頭
部

に
土
器
か
青
銅
容
器
を
置
く
。
全
身

に
様

々
な
青
銅
製

の
装
身

具
、
そ
れ
に
青
銅
短
剣

・
刀
子

・
矢
じ
り
な
ど
を
着
け
て

い
た
。
そ
れ
ら

の
遺
物
は
皆
中
原

の
も

の
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、

い
わ
ゆ
る
北
方
系

の
特
色

を
備
え
て

い
る
。
頭
部

の
上
方

に
動
物

の
頭
骨
を
埋
納
す

る
や
り
か
た
は
、
の
ち
の
匂
奴

の
墓

と
同
じ

で
あ
る
。
黄
金
で
造

っ
た
指
輪
や
、
動
物
意

匠
の
飾

り
金
具
も
同
様

の

特
色
で
あ
る
。
出
土
品

の
年
代
が
春
秋
時
代

に
遡
る
所
か
ら
、

山
戎
文
化
と
名
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
文
化
を
残
し

た
人
達

が

の
ち

の
旬
奴
族

の
中

で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
か
、
ま
だ
多
く
の
資
料

や
研
究

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
燕

山
山
脈
を
挟
ん
で
北
側

で
は
、

の
ち
の
鮮
卑
族
に

つ
な
が
る
青
銅
器
文
化

の
様
相

が
少
し
ず

つ
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
る
今
、
そ
れ
と
は
様
相
を
異
に
す
る

こ
の
文
化

が
明
ら
か

に
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
十
分
意
義
が
あ
ろ
う
。

帰
り
道
、
八
達
嶺

に
ま
わ
り
、
十
三
年
ぶ
り
に
長
城
を
訪
れ
た
。
長
城

の
修
理
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
聞

い
て
い
た
が
、
前
回

の
記
憶

と
比

べ
、
延

々
と
四
通
八

達
す
る
情
景

は
格
段
に
迫
力
を
増
し
て
眺
め
ら
れ
た
。

そ
の
あ

と
立
ち
寄

っ
た
居
庸
関
も
修
理
さ
れ
、
以
前

の
た
た
ず
ま

い
を
と
ど
め
て

い
た
。
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十
月
三
十

一
日

(水

)
晴
れ

北
京
空
港

に
向
か
う
。
遼
寧
で
終
始
行
動
を
共

に
し
、
共
同
研
究

の
成
功

に
努
力
を
傾
け
て

い
た
だ
い
た
遼
寧
省
文
物
考
古
研
究
所

の
郭
大
順
所
長
と
孫
守
道
副

所
長
、
そ
れ
に
遼
寧
省
文
化
庁

の
周
英
さ
ん
、
北
京

で
の
滞
在
中
我

々
の
世
話
を
し
て

い
た
だ

い
た
考
古
研
究
所

の
王
魏
氏

ら
が
空
港
ま
で
送

っ
て
下
さ
る
。

日
中
間

の
考
古
学

の
分
野
で
の
国
際
共
同
研
究

は
我

々
が
初

め
て

の
こ
と
で
あ
る
。
共
同
研
究
が
軌
道

に
乗

っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
研
究
の
在
り
方
や
研
究
方
法

は
も
と
よ
り
、
考
古
学
上

の
用
語
の
内
容
や
理
解

が
異
な
る

こ
と
な

ど
、
様

々
な
問
題
点
も
露

呈
し

た
。
し
か
し
、
お
互

い
に
、
目
指
す

こ
と
は
国
際
的

に
共
同
す

平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

剛



平
成
二
年
度
国
際
共
同
研
究
報
告

る
こ
と
に
よ

っ
て
得

ら
れ
る
学
問
上

で
の
新
発
展

で
あ
る
。
そ
の
上

に
立

っ
て
問
題
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
様

々
な
食

い
違

い
は
、
次
年
度

で
も
き

っ
と
色

々

出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
今
年

の
共
同
研
究
で
培

っ
た
、
研
究
者
と
し

て
の
相
互
信
頼
と
相
互
協
調

の
精
神

は
、
き

っ
と
克
服
す
る
道
を
お
互

い
に
捜
し

当
て
る
で
あ

ろ
う
。

今
年
度

の
国
際
共
同
研
究
は
、
準
備
期
間

の
不
足

の
た
め
万
全
と
は
言
え
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

一
方
予
想
外

の
成
果
も
あ

っ
た
。
次
年
度

の
調
査

に
そ
れ
ら

を
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ

い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

つ
つ
、
帰
国

の
途

に

つ
い
た
。

末
筆

で
は
あ
る
が
本
稿
に
お
名
前
を
記
し

た
方

々
の
ほ
か
、
調
査
や
見
学
に
あ

た
り
訪
れ
た
各
地

の
文
物
局
、
外
事
処
、
博
物
館

で
実
に
多
く
の
方

々
に
お
世
話

に
な

っ
た
。
そ
れ
ら
の
皆
様

の
お
蔭
で
無
事

に
共
同
研
究

が
成
果
を
あ
げ

る
こ
と

が
出
来
た
。
本
来
な
ら
ば

一
々
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
べ
き
所
、
省

略
さ
せ
て
頂

い
た
失
礼
を

お
許
し
頂
く
と
共

に
、
団
員

一
同
を
代
表
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
述

べ
る
も

の
で
あ
る
。

本
稿
は
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(
国
際
共
同
研
究

)
の
研
究
成
果

の

一
部
で
あ

る
。
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